中央アジア彩釉陶器の登場とその系譜 by 佐々木 達夫 & Sasaki Tatsuo
- 95 -
Japan Society for HelleniStic-iSlam arcHaeological StudieS 2019
中央アジア彩釉陶器の登場とその系譜




















　（図１. 9 ～ 10 世紀ユーラシア大陸陶磁器生産技術の拡散と交流。図 2. 白濁釉陶器出土
のアラビア湾岸遺跡。図 3. サマラ遺跡。）































どを作り始めた（佐々木 , 佐々木 2002）。
２．イラク白濁釉陶器の流行
（図 4. サマラ出土河北省（左）、河南省（右）の白磁。図 5. サマラ出土白濁釉陶器。図




















図 5　サマラ出土白濁釉陶器 図 6　アーリとハレイラ出土白濁釉陶器
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図 9　サマラ出土中国緑彩磁器など 図 10　サマラ出土イラク緑彩陶器
図 11　サマラ出土イラク緑彩陶器 図 12　サマラ出土イラク緑彩陶器
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図 13　ハレイラ出土イラク緑彩陶器 図 14　ハレイラ出土イラク緑彩・藍彩陶器


















陶器（いわゆるペルシア三彩）や 12-13 世紀のイラン多彩釉刻線文陶器 sgraffiat とも異なる。
４．中央アジア施釉陶器誕生の背景とその後の地域色
中央アジア施釉陶器の祖型はどこに求めることができるか、いつ頃からどこで作られ
たか。この問題を筆者は取り上げたことがある（佐々木 2009, Sasaki 2009）。イラク彩釉陶
器生産技術は中央アジア地域の陶器生産拠点に移転され、新たに作られた中央アジア彩釉
陶器が地域内に広がり、類似品が各地で作られたと推測した。

















線文様が浮かび上がる。11 ～ 12 世紀頃、中央アジア各地で地域ごとの特色が目立つよう
になり、その伝統を受け継ぐ陶器は現在も作られている。しかしまだ、地域色が生まれる
直前の誕生時の陶器生産様相は不明瞭である。
















連するのは 10 世紀から 11 世紀のことと考えている。
10 世紀から 11 世紀には、中央アジア施釉陶器の文様は中央アジアに独特の美術民芸的
な製品に変化している。トルクメニスタンやカザフスタンでは、初めは緑釉のみの簡単な











　（図 17. タシュケント出土分析資料。図 18. サマルカンド出土分析資料。図 19. テルメズ
出土分析資料。図 20. バーミヤーン出土分析資料。図 21. 主要元素・微量元素組成散布図。
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所の遺跡から出土した陶器素地の微量元素 trace element と主要元素 Major element を化学




ら運ばれているが（佐々木 , 佐々木 2007）、多くの日常生活用陶器は生産地と使用地が同





分析資料の多くは 10 世紀、11 世紀及びそれ以降の製品と推定できる。中央アジアで施
釉陶器が誕生した頃の 9 世紀と推定される陶器は、白濁釉陶器と白濁釉陶器緑彩陶器であ
り、その資料番号はテルメズ 1-5 の白濁釉陶器及び白濁釉緑彩陶器、サマルカンド 9 の白
濁釉緑彩陶器碗、タシュケント 32-34 の白濁釉緑彩陶器碗である。バーミヤーンには 9 世






ある。サマルカンド 3-7 は 10/11 世紀であり、16-17 世紀の製品も含まれる。タシュケン
















その系譜は中国、イラクを経て、中央アジア地域内の起源となった 9 世紀後半から 10
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施して透明釉をかけた多彩釉刻線文陶器が 10 世紀から 11 世紀に流行し、中央アジア施釉
陶器を代表するようになった。その技術と河北省磁県が代表する磁州窯は類似し、関係が
推測される。技術交流が続く。
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本稿で用いた図は筆者作成で、以下の筆者論文の図から抜粋して引用し、いくつかの図を組み合わせて
新たな図とした。図１ 佐々木 2009, Sasaki 2009. 図２ 佐々木 , 佐々木 2002. 図３ 佐々木 1995. 図４ 佐々木 
1995. 佐々木 , 佐々木 2002. 図５ 佐々木 1995. 佐々木 , 佐々木 2002. 図６ Sasaki 1996. 佐々木 , 佐々木 2002, 
Sasaki & Sasaki. 2011. 図７佐々木 2002. 図８ 佐々木 2002. 図９ 佐々木 1995. 図 10 佐々木 1995. 図 11 佐々
木 1995. 図 12 佐々木 1995. 図 13 Sasaki 1996. 図 14 Sasaki 1996. 図 15 佐々木 1995. 図 16 佐々木 1995. 図
17-21Sasaki, et al 2009, 2012. ただし、図 22 は未発表図
